
トラフィック増加の影響の評価

CiscoCrossworkPlanningのトラフィック予測ツール（[増加プランの作成（Creategrowthplans）]）
を使用すると、現在の測定されたトラフィックまたはシミュレートされたトラフィックの予測

される増加に基づいて、将来のトラフィックの推定値を含むプランを作成できます。これらの

新しいプランから、新しいトラフィックがネットワークに与える影響を判断し、アップグレー

ドをプランニングできます。このプロセスで使用されるトラフィック増加の推定値は、導入さ

れる新しいサービスの情報などに基づいて手動で入力できます。これらの増加プランを作成し

た後、シミュレーション分析を使用してキャパシティ要件を分析し、UIを使用してこれらの
要件を満たすようにネットワークをアップグレードできます。

増加プランツールの使用例の一つは、来年の各四半期に一定パーセンテージで増加するトラ

フィックの影響を予測することです。これらのトラフィック予測ごとに個別のプランを生成し

て、各四半期の予想される増加の影響を予測できます。

ここでは、次の内容について説明します。

•デマンドグループ化, on page 1
•増加プラン, on page 2

デマンドグループ化

デマンドグループ化の詳細情報は、それらの詳細情報がプランファイルにすでに存在する場

合にのみ表示できます。UIからデマンドグループ化を作成、編集、または削除することはで
きません。

Important

デマンドグループ化は、デマンドのグループを定義します。これらは、集約されたトラフィッ

クをプランで指定する便利な方法を提供します。これは、トラフィックレポートおよび増加プ

ランの基礎として使用できます。たとえば、デマンドグループ化を使用して次のものを表すこ

とができます。

• 1つの特定サイトから送信されたトラフィックの総量
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• 1つの特定サイトから別のサイトに送信されたVPNトラフィックの総量（または定義済み
のサービスクラス）

•特定 AS宛てのトラフィックの総量

増加プラン
増加プラン作成ツール（[アクション（Actions）] > [ツール（Tools）] > [増加プランの作成
（Create growth plans）]）を使用すると、現在のプランの増加予測に基づいて、将来のトラ
フィックの予測を含む新しいプランファイルを生成できます。トラフィックの増加予測は、次

の 3つの方法のいずれかで生成できます。

•デマンドグループ化トラフィック増加率を使用してデマンドグループ化ごとに（デマンド
グループ化からの増加プラン, on page 4を参照）

•デマンドトラフィック増加率を使用してデマンドごとに（デマンドの増加からの増加プラ
ンの作成, on page 5を参照）

•インターフェイストラフィック増加率を使用してインターフェイスごとに（インターフェ
イスの増加からの増加プランの作成, on page 5を参照）

どの方法でも、増加は、増加プラン作成ツールで特定される期間の増分ごとに複利方式で計算

されます。

増加期間ごとに一連のプランファイルが作成され、各プランには、その生成に使用された予測

プロセスに関するレポートが含まれます。新しく作成された各プランでは、デフォルトのトラ

フィック使用率の色を使用したプロットと、[デマンド（Demands）]テーブルの [トラフィッ
ク（Traffic）]列に、トラフィックの増加の影響が視覚的に示されます。新しいプランでシミュ
レーション分析を自動実行することにより、ワーストケースのパフォーマンスをプランニング

の決定に組み込むことができます。

増加プランの作成

増加プランを作成するには、次の手順を実行します。

Procedure

ステップ 1 プランファイルを開きます（プランファイルを開くを参照）。[ネットワーク設計（NetworkDesign）]ペー
ジに表示されます。

ステップ 2 ツールバーから、次のいずれかのオプションを選択します。

• [プリセットワークフロー（Preset workflows）] > [トラフィック増加の影響の評価（Evaluate impact of
traffic growth）]

または
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• [アクション（Actions）] > [ツール（Tools）] > [増加プランの作成（Create growth plans）]

Figure 1:増加プラン設定の作成

ステップ 3 次のいずれかの増加方式を指定します。

• [デマンドグループ化（Demandgrouping）]：固定、増分、またはパーセントに基づいてデマンドグルー
プ化増加を設定する方法については、デマンドグループ化からの増加プラン, on page 4を参照してく
ださい。

• [デマンド増加（%）（Demand growth (%)）]：デマンド増加を設定する方法については、デマンドの
増加からの増加プランの作成, on page 5を参照してください。

• [インターフェイス増加（%）（Interface growth (%)）]：インターフェイス増加を設定する方法につい
ては、インターフェイスの増加からの増加プランの作成, on page 5を参照してください。

• [デマンドグループ化トラフィックテーブル（Demand grouping traffic table）]：[デマンドグループ化ト
ラフィック（Demandgrouping traffic）]テーブルを含むファイルの名前を参照するか、名前を入力しま
す。

ステップ 4 次のフィールドに、作成するプランの数と、それらを作成する増分を入力します。手順 3で [デマンドグ
ループ化トラフィックテーブル（Demand grouping traffic table）]オプションを選択した場合、これらのオ
プションは適用されません。

• [期間増分（Period increment）]：期間ごとのパーセンテージ増分の数。たとえば、デマンドが 10%で
増加するように設定され、期間増分が 2の場合、最初の増加プランではデマンドが 21%増加します。

• [期間数（Number of periods）]：作成する増加プランファイルの数。

プランは、期間増分を使用して命名されます。たとえば、増分として 4を入力し、期間として 2を入力す
ると、Cisco Crosswork Planningは、ファイル名の末尾が「_4」と「_8」の 2つの増加プランファイルを生
成します。

ステップ 5 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 6 [実行設定（Run Settings）]ページで、タスクを今すぐ実行するか、後で実行するようにスケジュールする
かを選択します。次の [実行（Execute）]オプションから選択します。
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• [今すぐ（Now）]：ジョブをすぐに実行するには、このオプションを選択します。ツールが実行され、
変更がネットワークモデルにすぐに適用されます。また、サマリーレポートが表示されます。[アク
ション（Actions）] > [レポート（Reports）] > [生成されたレポート（Generated reports）]オプション
を使用して、後でいつでもレポートにアクセスできます。

• [スケジュールされたジョブとして（As a scheduled job）]：タスクを非同期ジョブとして実行するに
は、このオプションを選択します。次のオプションを設定します。

• [優先順位（Priority）]：タスクの優先順位を選択します。

• [エンジンプロファイル（Engine profiles）]：要件に応じてエンジンプロファイルを選択します。
このセクションは、全ての利用可能な非同期エンジンプロファイルを表示します。

• [スケジュール（Schedule）]：ツールを実行したい時間に設定します。

ツールは、スケジュールされた時刻に、選択したエンジンプロファイルを使用して実行されます。[Job
Manager]ウィンドウを使用して、いつでもジョブのステータスを追跡できます（メインメニューから、
[Job Manager]を選択）。ジョブが完了したら、出力プランファイルをユーザースペースにインポート
して可視化します。詳細については、JobManagerからの出力プランファイルへのアクセスを参照して
ください。

Note
ジョブをスケジュールする前に、必ず、プランファイルを保存してください。ツールをスケジュール

されたジョブとして実行する場合、プランファイルの保存されていない変更は考慮されません。

ステップ 7 [送信（Submit）]をクリックします。

ステップ 8 生成された増加プランは、[ネットワークモデル（Network Models）] > [ユーザースペース（User space）] >
[その他のファイル（Other files）]に保存されます。詳細を表示するには、ファイル（.tarファイル）をダ
ウンロードして解凍し、更新されたプランファイルをユーザースペースにインポートします（詳細につい

ては、ローカルマシンからのプランファイルのインポートを参照）。

デマンドグループ化からの増加プラン

UIからデマンドグループ化を作成、編集、または削除することはできません。デマンドグルー
プ化の詳細情報がプランファイルにすでに存在する場合のみ、UIでそれらの詳細情報を表示
できます。

Note

ネットワークトラフィック（トレンド分析や財務予測または販売予測によって生まれるものな

ど）の増加プランは、通常、トラフィック集約に関して作成されます。これらの集約増加予測

またはトレンド推定を、デマンドグループ化トラフィック増加情報として指定できます。増加

プラン作成ツールは、デマンドグループ化ごとに指定された集約トラフィック増加に一致する

ように、トラフィックをデマンドに割り当てます。2つのデマンドグループ化に共通のデマン
ドが含まれている場合（たとえば、あるサイトから送信されるデマンドのグループ化と、別の

トラフィック増加の影響の評価

4

トラフィック増加の影響の評価

デマンドグループ化からの増加プラン

cisco-crosswork-planning-design-user-guide-7-1_chapter26.pdf#nameddest=unique_152
cisco-crosswork-planning-design-user-guide-7-1_chapter3.pdf#nameddest=unique_31


サイトを接続先とするデマンドのグループ化）、このデマンドトラフィックは、デマンドグ

ループ化トラフィック集約のそれぞれに一致するように、要件間で分散されます。

デマンドの増加からの増加プランの作成

この方式では、現在のネットワークモデルの [デマンド（Demands）]テーブルにある [増加
（%）（Growth (%)）]列で識別される値に基づいて、デマンドトラフィックが増加します。こ
のアプローチは、ネットワーク内のすべてのトラフィック、特定トラフィックレベル内のすべ

てのトラフィック、またはサービスクラス内のすべてのトラフィックが同じレートで増加する

と予測される場合に役立ちます。プランを生成する際、作成するプランの数を選択できます。

各プランでは、前のプランと比較して、指定した同じレートでの増加を示します。

[デマンド（Demands）]テーブルの [増加（%）（Growth (%)）]列に値を入力するには、次
の手順を実行します。

手順

ステップ 1 プランファイルを開きます（プランファイルを開くを参照）。[ネットワーク設計（NetworkDesign）]ペー
ジに表示されます。

ステップ 2 [デマンド（Demands）]テーブルから 1つ以上のデマンドを選択します。

ステップ 3 をクリックします。

ステップ 4 [トラフィック（Traffic）]セクションの [増加 %（Growth %）]列に増加率を入力します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

例

デマンドでのトラフィックが 1000 Mbpsで、そのデマンドの増加率が 10%と定義され
ている場合、2つの増加プランを作成すると、同じデマンドについて最初のプランで
は 1100 Mbps、2つ目のプランでは 1210 Mbpsと表示され、期間ごとに 10%の増加が
示されます。

インターフェイスの増加からの増加プランの作成

この方式では、現在のネットワークモデルの [インターフェイス（Interfaces）]テーブルにある
[増加（%）（Growth (%)）]列に基づいて、測定されたトラフィックが増加します。デマンド
（シミュレートされたトラフィック）ではなく測定されたトラフィックが増加するため、デマ

ンドベースの増加方式とは異なります。これは、シミュレーションを必要とするワーストケー

スの障害状態ではなく、現在のネットワーク状態の基本的な予測に役立ちます。プランを生成

する際、作成するプランの数を選択できます。各プランでは、前のプランと比較して、指定し

た同じレートでの増加を示します。
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この方式をデマンド推論ツールと組み合わせて使用して、予測測定からデマンドを作成するこ

ともできます。

次の手順を使用して、[インターフェイス（Interfaces）]テーブルの [増加（%）（Growth (%)）]
列に値を入力できます。

手順

ステップ 1 プランファイルを開きます（プランファイルを開くを参照）。[ネットワーク設計（NetworkDesign）]ペー
ジに表示されます。

ステップ 2 ツールバーから、 [アクション（Actions）] > [編集（Edit）] > [トラフィック（Traffic）] > [測定されたト
ラフィック（Measured traffic）]の順に選択します。

[測定されたトラフィック（Measured traffic）]ページが開きます。

ステップ 3 該当する各インターフェイスについて、[編集（Edit）]ボタンをクリックし、[増加（%）（Growth (%)）]
列に、インターフェイストラフィックを増加させる割合を入力します。

ステップ 4 [保存（Save）]ボタンをクリックします。

例

インターフェイスでのトラフィックが525Mbpsで、そのインターフェイスの増加率が
5%と定義されている場合、増加プラン数を3と指定すると、同じインターフェイスに
ついて最初のプランでは 551.25 Mbps、2つ目のプランでは 578.81 Mbps、最後のプラ
ンでは 607.75 Mbpsと表示され、期間ごとに 5%の増加が示されます。
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


